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1. はじめに 

 近年，本邦では医用 X 線 CT 装置の爆発的な普及や発

達にともない CT 検査による医療被ばくが増加している[1]．

とくに，造影検査やダイナミック検査など同一部位を長時

間撮影する検査において，患者・術者の被ばく線量が高

いことが問題となっている．そのため，CT 検査の被ばく低

減技術の確立が急務となっている．現在検討されている被

ばく低減技術のなかでも，CT 撮影中の X 線照射範囲を制

限し，目的の領域のみを画像化する ROI イメージング技術

が注目されている[2]．我々は，臨床応用への有用性を評価

するため，本技術を具現化した 3 次元領域設定型 CT 装

置を開発し，実験装置の基礎的な評価を行った． 

2. 方法 

2･1  3 次元領域設定型 CT 装置の概要    3 次元領域

設定型 CT の有用性を評価するため，実験装置の製作を

行った．Fig.1 に実験装置外観図を示す．本装置は，X 線

防護室内に設置した X 線管と検出器などのスキャン部，そ

れらを制御する演算制御部からなり，防護室外のリモート

コンピュータから遠隔操作を行う．まず，被写体をのせた回

転板が一定角度回転する．その間，X 線照射野を制限す

るためのコリメータが目的位置まで移動し，移動終了後，

投影データを収集する．本手法によって取得した投影デ

ータは，通常の CT スキャンに比べ情報量が少ない不完全

投影データとなる． 

 
Fig.1 Appearance of the experimental system 

2･2  画像再構成手法    画像再構成アルゴリズムと

し て ， 臨 床 機 で 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る

Feldkamp-Davis-Kress法を採用した[3]．収集した不完

全投影データに対し(1)式による欠落データの補正処

理を施し，画像再構成することで ROI に限定した断層

像を取得する．ここで，p'(x,y) は補正処理後投影デ

ータ, p(x,y) は収集投影データ, R は ROI, N は ROI

内の画素数 である． 
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3. 検証 

 製作した実験装置にて，正確に断層像が取得可能であ

るかファントムを用いて評価を行った．比較のため，従来手

法と提案手法の両方で投影データを収集した．1 回の CT

撮影で投影角 1 度間隔，360 枚の投影データを収集し，提

案手法では補正あり，なしの 2 通りで画像再構成方法を検

討した．従来手法，提案手法の断層像を Fig.2 に示す．画

像再構成前に補正処理を行うことで，ROI 辺縁部のアーチ

ファクトを大幅に低減することができた．また，定量解析とし

て，従来手法断層像と提案手法での平均絶対値誤差を求

めた結果，補正なしの場合で 0.379，補正ありの場合で

0.012 となり，補正を行うことで誤差は約 1/33 となった． 

 

(a) Conventional 

image 

(b) Non corrected 

image 

(c) Corrected  

image 

Fig.2 Reconstructed image 

5. まとめ・今後の課題 

3 次元領域設定型 CT に関する基礎的検討として，実験

装置の製作と基礎的な評価を行った．実験装置を用いて

断層像を取得し，解析を行った結果，形状の再現性は良

好であり，製作した実験装置の有用性が確認された．今後

は，被ばく線量の評価や，画像再構成法の改良を行う予

定である． 
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